
募集
期間平成24年

７月１日（日）～
　９月30日（日）
７月１日（日）～
　９月30日（日）

平成24年

７月１日（日）～
　９月30日（日）

郭沫若記念館と芝桜郭沫若記念館と芝桜

真間の継ぎ端真間の継ぎ橋

日　時　８月18日（土）～８月31日（金）　月曜休館
　　　　午前10時～午後７時30分（土・日は18時まで。最終日は15時まで）
場　所　生涯学習センター １階 水の広場前　（千葉県市川市鬼高１－１－４）

市川手児奈文学賞　秀作展 今までの大賞作品と第12回子どもの部の優秀作品を展示します。

日　時　７月14日（土）午後２時～午後３時
場　所　水木洋子邸（千葉県市川市八幡５－17－３　JR本八幡駅北口から徒歩15分　京成八幡駅から徒歩10分）
講　師　短歌・俳句部門　選考委員
定　員　30名（文学プラザまで要事前申込み）

水木洋子邸で作品を詠む 市川ゆかりの脚本家　水木洋子の暮した家や庭を短歌・俳句作品に詠
んでみませんか？市川手児奈文学賞の選考委員がアドバイスします。

2012年 市川を詠む
第13回　市川手児奈文学賞

募　集
テーマ

文芸風土豊かな「市川」を詠んだ短歌・俳句・川柳を全国から募集します。

〈応募箱設置場所〉
市川市文学プラザ、木内ギャラリー、芳澤ガーデンギャラリー、行徳文化ホールＩ＆Ｉ、八幡市民談話室

〒272-0015　千葉県市川市鬼高1-1- 4
　　　　　　市川市生涯学習センター３階

TEL：047-320-3354　FAX：047-320-3352　http://www.city.ichikawa.lg.jp/tekobun
主催　市川手児奈文学賞実行委員会・市川市



市川手児奈文学賞募集
中
第13回
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齢
（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
）
を
楷
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。
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。
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平
成
24
年
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月
（
予
定
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入
賞
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選
者
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知
。

●
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賞
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〇
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※

著
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。
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作
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す
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。
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名
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年
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作
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。
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。
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